
第180号【1】令和７年７月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。
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【2】第180号 令和７年７月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

表紙のサロン表紙のサロン

　北九州市社会福祉協議会でも、サロン活動をふれあいネット
ワーク活動を中心とした校（地）区社会福祉協議会活動の発展
的な活動として位置づけ、地域住民の健康づくりや生きがいづ
くり、いつでも気軽に集まれる地域交流の「居場所」づくりと
して重点的に支援しています。
　また、校（地）区社協による実践的な活動において、集いの
場を必要としているのは、高齢者だけではなく、子育て中の人
や障害のある人など、地域に住む多様な人々のニーズでもある
ことがわかってきました。近年では参加者を限定してしまうの
ではなく、その地域の人であればだれでも参加できるサロンへ
の注目度が高まっており、また新しいコミュ二ティや人間関係
づくりの手法としても有効であると考えられています。

サロンに参加したい！　新しくサロンをつくりたい！などなど、地域支援コーディネーターにお気軽にご相談ください。

バッゴー、五目お手玉、ディスコン等
ニュースポーツを楽しんでいるサロンです。

足立市民センター多目的ホール

毎月第1・3月曜日
13：00～ 15：00

　足立校区　バッゴーサロン　
　参加者の中には 104 歳
の方がいらっしゃいます。
　サロン参加のきっかけは、
ご近所の方に誘われたこと
が始まりです。あまりに元
気な姿にサロンメンバーも
元気をもらい、現在はサロ
ンを引っ張ってくれる存在に
なっています。

なんと104歳!!

みなさんも参加してみませんか

サロン活動についてはこちらから

小倉北区社会福祉協議会　TEL：０９３－５７１－５４５２相談先

　「サロン」とは、地域住民がつくる地域交流の場です。
　地域住民が、自分の家から歩いて行ける身近な場所に気軽に集まり、参加者も支援者も
ともに役割を担いながら、ふれあいを通して生きがい・健康づくりなどの介護予防の拠点
機能、仲間づくりやコミュニティ機能の強化などとして力を発揮するのがサロン活動です。



第180号【3】令和７年７月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

　私たちのまちにはいろいろな人たちが住んでいます。
　例えば、高齢者や障害のある人、子どもたちなどいろいろな人たちの暮
らしが私たちのまちにはあります。誰もがいくつになっても住み慣れた地域
で安心して暮らしたいと思い描きます。
　しかし、そのためには本人・家族の努力や公的なサービスだけではむず
かしいこともあります。
　そこで、住民同士のつながりを構築したり、困りごとのある人を地域の
助け合い活動で支えたり…。そのような活動をする組織づくりが必要にな
ります。これを小地域福祉活動といいます。小倉北区ではおおむね小学校区を基本単位として地域で生活してい
る幅広い人・団体で構成されている校（地）区社会福祉協議会が活動しています。「自分たちの地域の福祉課題は、

自分たちが解決していく」という熱意を持ち、市・区社会福祉協議会と連
携しながら、そこに暮らす住民が主役となる福祉のまちづくりを推進して
います。
　
　校（地）区社会福祉協議会は、みんなが安心して暮らせる支え合いのま
ちづくりのため、「見守り」・「話し合い」・「助け合い」を基本としたふ
れあいネットワーク活動を行っています。小倉北区では、1,000 人を
超える福祉協力員と約 1,300 人のニーズ対応員がそれぞれの地域のみ
なさんの身近なところで活動しています。

あなたのまちの校（地）区社会福祉協議会活動知ってください！知ってください！

　見守りで発見した生活上の困りごとに対し、ニーズ対応員がチーム　見守りで発見した生活上の困りごとに対し、ニーズ対応員がチーム
を組んで、無理のない範囲で助け合い活動を行っています。を組んで、無理のない範囲で助け合い活動を行っています。助け合いのしくみ

　見守りや助け合いで把握した困りごとを解決するために、関係機関や　見守りや助け合いで把握した困りごとを解決するために、関係機関や
団体などと一緒に話し合い、情報共有や支援内容の検討を行っています。団体などと一緒に話し合い、情報共有や支援内容の検討を行っています。話し合いのしくみ

　福祉協力員が民生委員・児童委員等と連携し、支援が必要と思われ　福祉協力員が民生委員・児童委員等と連携し、支援が必要と思われ
る世帯の見守りや必要な情報提供を行っています。る世帯の見守りや必要な情報提供を行っています。見守りのしくみ



【4】第180号 令和７年７月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。
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小倉北区社会福祉協議会の様々な福祉活動に賛同し、財政面から支えてくださる方が「賛助会員」です。
会費　個人会員　１口　1,000円　　団体会員　１口　10,000円
＊会費は、年度単位での納付です。何口でも加入できます。

１ 賛助会員

みなさまからいただきましたご寄付は、社会福祉協議会の貴重な活動財源にさせていただいています。２　ご 寄 付

小倉北区社会福祉協議会の活動をご支援ください。小倉北区社会福祉協議会の活動をご支援ください。

賛助会員やご寄付については、下記までお問合せください。
小倉北区社会福祉協議会　TEL : 093-571-5452



第180号【5】令和７年７月15日

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

●関連団体等との連携推進・ネットワーク強化	◦関係団体や行政等を含めたネットワークの強化
●講座開催
◦介護支援ボランティア登録研修会
◦ボランティア養成講座
●広報・啓発活動
◦広報誌「ひまわりねっと」の発行（年 4回）
◦ホームページ等による各種ボランティア募集・情報提供
◦リサイクル資源の寄付の呼びかけと受け入れ

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

第 60 号

ひまわりねっとひまわりねっと
令和６年度　小倉北区ボランティア・市民活動センター事業報告
　令和６年度、小倉北区ボランティア・市民活動センターでは、住民等の自主的な活動を支援する中核
的な支援機関として、日々のコーディネートを軸に次のような取り組みを行いました。

●ボランティア相談・コーディネート業務	 ◦ボランティア活動相談・情報提供・受給調整など（4,373 件）
●ボランティア活動保険の加入促進	 （取扱件数 162 件、加入人数 2,956 人）
●ボランティア行事用保険等の加入促進	 （取扱件数 92件、加入人数 12,959 人）

	 ●シルバーひまわりサービス事業の運営　◦（ボランティア登録104名、送迎672件）
　公共交通機関を利用して外出することが困難な高齢者の、通院をはじめとする日常的な外出を支援し
在宅福祉の充実を図ります。運転者、同乗者はボランティアです。無償でそれぞれ時間を調整して協力
していただいています。

この事業は
ボランティ
アの皆さん
のご協力で
成り立って
います。

令和６年度に皆様からご寄付頂きました資源は
48,674円になりました。
地域福祉の推進に活用させて
いただきます。

使用済み切手	39㎏
プルタブ	 199.5㎏

ありがとうございました

	 ●福祉教育プログラム実施

認知症について 	民生委員のお話 福祉ビンゴ 高齢者疑似体験

●物品貸出し
◦車椅子貸出し（56件）　◦高齢者擬似体験セット貸出し（１件）　◦点字盤その他貸出し（１件）

pickup

pickup

　子どもたちが自分の住んでいる地域の福祉環境について知り、「ふだんのくらしのしあわせ」を考え
る中で、思いやりの心や相手を理解しようとする豊かな心を育んでいくことを目的とし、小・中学校や
ウェルクラブ等で福祉教育プログラムを実施しています。

ボランティア募集中！



【6】第180号 令和７年７月15日

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！

大樹生命保険㈱北九州支社
　大樹生命北九州支社では「古切手回収キャ
ンペーン」としてご協力いただいた方に自社
オリジナルグッズをプレゼントし、沢山の切
手を集め、ご寄付して下さいました。 　いただきました古切手、プルタブは換金し、　地域福地活動を推進する為に役立てられています。

●●村上　　誠　●●桑原　　仁　●●山縣登志子　●●杉本　修一
●●保田　和子　●●石川美奈子　●●木山　揚子　●●前田　祐亮
●●髙瀬　　實　●●山下　政枝　●●日髙　慶子　●●関　未央子
●●甲斐　由美　●●井樋　好子　●●松本　　洋
●●千々和一美　●●菊ヶ丘町内会長黒本文雄　●●古村　容子
●●住田　朱実　●●匿名　●●米町地区民生委員児童委員協議会　
●●㈱桑原仁商店　●●金光教小倉東部教会　●●（福）薫会	
●●サンカルナ小倉大手町　●●あおぞら美容室	　●●小倉北体育館
●●北九州市教職員退職者協会　●●清水市民センター
●●井堀市民センター　●●足立市民センター　（敬称省略・順不同）

ご協力ありがとうございます

送迎車が新しくなりました！
　福岡県北九州地域労働者福祉協議会様、
連合福岡北九州地域協議会様から贈呈い
ただきました「あんしん３８号」です。
　１９年間多くの利用者に親しまれた「あ
んしん１９号」とバトンタッチしました。

小倉北区子どもまつり小倉北区子どもまつり に出展しました

　４月 20日（日）に開催された「第 62回小倉北
区子どもまつり」に出展し、福祉体験の他、輪投
げや魚つりなどのゲーム、かき氷販売を行いまし
た。手話や点字、車いすなどの福祉体験コーナー
では、＂他人ごと＂ ではなく ＂自分ごと＂ の「ふくし」
をちょっぴり身近に感じてもらえたようでした。

手話体験 点字でしおりづくり

ボランティア養成講座ボランティア養成講座を開催しました！

　６月１7日、北九州市立大学名誉教授の中島
俊介先生による「幸せの人間関係～ボランティ
ア活動をするということ～」の講座を開催しま
した。ボランティア活動による見えない報酬の
気づき、望ましい人間関係づくり、地域に生き
る幸せを楽しく学ぶことができました。

もったいないもったいないをありがとうへありがとうへ

　小倉北区社会福祉協議会では、家庭や企業
等から寄贈された食料品を必要とする方々へ
お届けする活動をしています。
　今回も皆さまから頂きましたたくさんの食
材や調味料、お菓子を、新しく立ち上がった
ばかりの子ども食堂へ届けました。

人生やっぱり「運」
ボランティア活動をす
ると「運」が良くなる

ご寄贈いただき、ありがとうございます

ボランティア・市民活動センター
（小倉北区役所 東棟３階）へお持ちください

会社でも収集ボランティア
をしませんか？


